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渡遅浩一郎（帝京科学大）・米山昌美（片倉チッカリン附）・本郷千春（千葉大学）
（はじめに）
近年、重金属による土壌汚染事例の判明件数の増加が著しくなってきている。土壌汚染
による健康影響への懸念や対策の確立への社会的要請が強まっている状況をふまえ、環
境省は 2002年土壌汚染対策法を施行した。したがって、現在および今後、土壌中に過剰
に含まれる重金属の除去が強く求められている。その一方法として注目されているのがファ
イトレメデ、イエー ションである。
本研究では、茎葉部に重金属元素を蓄積することので、きる植物がもっ形質を非破壊的に
計測することが可能か否かを、 Pbを集積させた植物を供して分光反射測定と植物体中 Pb
濃度の面から検討することを目的とした。
（実験の概要）
＊供試植物：カラシナおよびマリーゴールド
*Pb処理：Pb(EDTAでキレート化して与える） 0, 25, 50, 100, 200, 500 μ M 計6区
＊栽培試験：自然光型ガラス室（茨城県つくば市の片倉チッカリン（槻総合研究所構内）
＊栽培期間：2005年4月～6月
＊分光反射測定：2005年6月1日9:30～ 13:30快晴
分光放射計（FieldSpec FR; Analytical Spectral Device社製）により測定を行った。
＊植物の測定項目 新鮮重、乾物重、 Pb濃度
（結果と考察〉
カラシナはマリー ゴー ノレド、よりも重金属集積耐性が高いとし、われる。 Pb含有量はカラシナ
の方がマリーゴールドより多く、一方、分光反射曲線を見るとカラ、ンナはマリーゴールドより
低い反射率を示していた。反射率の低いカラシナでは、マリーゴールド、より多くの Pbを茎葉
部に集積してもクロロフィルを減少させずに、成長させていたのではなし、かと思われる。
マリーゴールド、の茎葉部のPb含有量には25～500μMの間で、差はほとんどみられなかっ
たが、 Pb処理濃度が高くなるにしたがって根部のPb濃度は高くなっていた。このことから、
マリーゴールドで、は根部へのPb集積によるPb耐性を有すると思われる。
また、分光反射データより求めたストレス指数においては、カラシナ、マリーゴールドとも
に処理区間で、は大きな差はみられなかった。また、両植物種間でも差はほとんどみられな
かった。植物成育に傷害をもたらさないPb集積はストレス指数に反映されにくし1のではない
カ瓦と思われる。
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ストレス指数
（カラシナ） （マリー ゴー ルド）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
0区 1.0080 0.0007 0区 1.0075 0.0029 
25区 1.0087 0.0013 25区 1.0083 0.0010 
50区 1.0080 0.0007 50区 1.0083 0.0000 
100区 1.0080 0.0007 100区 1.0083 0.0010 
200区 1.0076 0.0008 200区 1.0081 0.0006 
500区 1.0087 0.0007 500区 1.0078 0.0008 
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